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１０月の予定

日 曜 行 事

1 火 第2回定期考査

2 水 第2回定期考査

3 木 避難訓練 ３年到達度テスト

4 金

5 土

6 日

7 月 全校朝礼（任命式）

8 火

9 水 世界の話題

10 木 安全指導

11 金

12 土

13 日

14 月 スポーツの日

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土 東嶺祭

20 日

21 月 振替休業日

22 火

23 水 専門委員会

24 木 ５時間授業

25 金 連合美術展始

26 土

27 日

28 月 生徒会朝礼 面談期間開始（ 5時間授業）

29 火

30 水 世界の話題

31 木 １ ・ ２年二者面談終 連合美術展終

大田区立中学校陸上競技選手権大会

9 月 11 日(水)、駒沢オリンピック公園陸上競技場で、大田区立中学校陸上競技選手権大会が実施さ
れました。本校からも代表選手が多数参加し、練習の成果を発揮してまいりました。本校の選手は6種目におい

て入賞を果たしました。詳細は本紙最後の「表彰紹介」をご覧ください。

人間の本性・・・・・「差？」

校長 大石 哲

ある新聞記事に書かれてあったことで印象に
未だに残っていることです。
人間の本性には一つの傾向がある。謙譲心（自
分を低めることにより、相手を高めること。控
えめであるさま）からか、たんなる弱さや無関
心からかは知らないが、とにかくすべてを黙っ
て堪えてしまう者がいると、人は、これ幸いと、
なにもかもその人に堪えさせてしまい、自分は
平然としているのである。（オイレ・ド・バル
ザック『ゴリオ爺さん』鹿島茂訳）
訳者の鹿島さんはイジメについて、記事の中

で次のように書いています。

－悲しいかな、人間は、自分よりも弱い人間が
いれば、必ずイジメて喜ぶものなのである。な
ぜなのだろ？それは、他人をイジメれば、その
分、他人の価値が低くなり、逆に自分の価値が
上がったように感じるからだ。この「差」の意
識が自己愛にとっては快いのである。－

－人間というのは、どんなときも彼我（ひが：
相手と自分）の「差」を激しく意識して、その
「差」に生きがいを感じたり、嫉妬したり、あ
るいは絶望するものなのだ。つまりは、本質的
に、人間は「差」で生きる動物なのである。－

私は、これを読んで、訳者の鹿島の人間の本性
についての鋭い考察に深く考えさせられまし
た。皆さんは、このことについて思われるでし
ょうか。

東調布中だより
～ 生 き た 至 宝 と な れ ～



１年生野辺山移動教室

9月16日(月)から2泊3日の行程で１年生の野辺山移動教室が行われました。自然体験や農業実習、畜産

実習など、自然の中で多くのことを学習して帰ってきました。天候が心配されていましたが、全ての行程を

予定通り実施することができました。

２年生職場体験

キャリア教育の１つとして、２年生が9月18日(水)～9月20日(金)の三日間、職場体験を行いました。今年度も35

か所もの事業所の皆様にご協力いただき実施することができました。職場体験本番に向けての事前学習では、

社会人としてのふるまいを身につけるべく、マナー講師の方に教わったり、体験前に事業所に訪問して仕事に

対する心構えを学んだりしました。

Ｇ組連合運動会

9 月 25 日(水)、大森スポーツセンターで連合運動会が行われました。この日のために全員体育の授
業で短距離走に取り組んできました。本番ではその成果を存分に発揮することができました。また、ソ

ーラン節もたくさんの観客の前で披露することができました。各校の代表選手による学校対抗リレーで

も本校 5名の生徒たちは力強い走りで会場を沸かせました。

表彰紹介

・バレーボール部 準優勝 大田区中学校大田区新人大会 令和 6年 9月 29日

・大田区立中学校陸上競技選手権大会 令和 6年 9月 11日
第２位 男子３年１１０ｍハードル 記録：１９秒２９

第３位 共通男子走高跳 記録：１ｍ５５

第４位 女子１年１００ｍ 記録：１５秒０１

第４位 男子２年１５００ｍ走 記録：４分４４秒

第７位 女子１・２年走幅跳 記録：３ｍ９３

第７位 女子１・２年砲丸投 記録：７ｍ３２


